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◎主な内容

●学校おたすけ隊だより  カイル先生のほのぼのコラム③
●卓球大会、県教委表彰
●図書館まつり  ほか
●12月の本棚～町立図書館より～
●農業委員会だより
●情報コーナー
●行事あれこれ
●人の動き ほか
●子どもの国保育園 親子そば打ち体験

◎主な内容

●祝  全国消防操法大会優勝
●第12回米・食味分析鑑定コンクール:国際大会のご報告
●町の話題
●安全な除雪作業にみなさんのご理解とご協力を ほか
●みんなで防ごうインフルエンザ ほか
●江府小学校学習発表会
●小地域懇談会を振り返って  ①
●特設相談所、人権コーナー「和い輪いひろば」
●第１４回「人権・同和問題」啓発作文・標語　入選作品
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▲報告会で拍手で迎えられる大岩団長、関内第1分団長、以下選手

▲全国大会で勢いよく的に向かって放水する選手

▲前列左から　大岩指揮者、森田2番員、篠村4番員
　後列左から　大岩1番員、中尾補助員、北村3番員

　　
大
会
翌
日
、
大
岩
団
長
以
下
選
手
が
帰
町
し
、
江
尾
地

内
で
全
国
優
勝
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
町
民
か
ら
盛
大
な
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
五
日
に
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
町
、
消
防
団
主
催
に
よ
る
第
二
十
二
回
全

国
消
防
操
法
大
会
優
勝
報
告
会
並
び
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
岩
団
長
か
ら
「
全
国
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
優
勝
は
消
防
団
だ
け
で
の
力
で
は
な
く
、
町
民
の
皆

様
の
ご
声
援
と
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
今
後
と
も
、
消
防

活
動
に
尽
力
を
つ
く
し
ま
す
」
と
優
勝
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　　
日
頃
よ
り
、
本
町
消
防
団
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
お
い
て
本

町
消
防
団
は
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

全
国
優
勝
が
で
き
ま
し
た
の
も
町
民
の
皆
様
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
職
員

の
皆
様
に
は
日
夜
、
操
法
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
団

員
一
同
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま
す

よ
う
消
防
、
防
災
活
動
に
団
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。
今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

　
　
指
揮
者

班
長
　
大

岩

一

彦
（
新
一
）

　
全
国
消
防
操
法
大
会
で
優
勝
で
き
た
の
も
町
民
の
皆
様

の
ご
声
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
一
番
員

団
員
　
大

岩

俊

輔
（
久
連
）

　
江
府
町
及
び
江
府
町
消
防
団
の
伝
統
と
名
誉
を
守
り
全

国
制
覇
し
ま
し
た
。

　
　
二
番
員

団
員
　
森

田

祐

基
（
貝
田
）

　
目
標
に
し
て
い
た
全
国
優
勝
の
夢
が
か
な
っ
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。

　
　
三
番
員

団
員
　
北

村

勇

介
（
助
澤
）

　
全
国
優
勝
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
優
秀
選

手
賞
も
受
賞
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
四
番
員

団
員
　
篠

村

友

紀
（
佐
川
）

　
春
か
ら
練
習
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
全
国
優
勝
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
皆
様
の
た
め
に
消
防
活
動
を

頑
張
り
ま
す
。

　
　
補
助
員

団
員
　
中

尾

祐

也
（
日
の
詰
）

　
全
国
優
勝
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
、

番
員
と
し
て
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
秋
深
い
愛
知
県
の
三
河
路
（
蒲
郡
市
）
に
全
国
都
道
府

県
の
代
表
が
集
ま
り
、
第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会

が
十
一
月
十
二
日
に
蒲
郡
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の
駐
車
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
県
代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
の
部
に

本
町
の
消
防
団
第
一
分
団
（
関
内
分
団
長
以
下
十
九
名
）

が
出
場
。
見
事
、
全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
本
町
消
防
団
は
ポ
ン
プ
車
の
部
で
二
回
目
の
全
国
優
勝

と
な
り
、
全
国
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
の
午
後

一
時
三
十
分
過
ぎ
、

ポ
ン
プ
車
の
部
に
十

七
番
目
に
出
場
し
た

本
町
消
防
団
の
操
法
は
、

竹
内
町
長
を
は
じ
め

と
す
る
町
議
会
議
員
、

団
員
、
関
係
者
ら
が

見
守
る
中
、
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
岩
指
揮
者
以
下
選
手
五
名
は
気
迫
あ
る
的
確
な
操
法

に
よ
り
、
素
早
く
放
水
し
て
標
的
を
倒
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
消
防
団
の
操
法
が
進
む
に
つ
れ
、
会
場
内

が
ど
よ
め
き
、
操
法
終
了
の
際
に
は
会
場
内
に
万
雷
の
拍

手
が
こ
だ
ま
し
た
。

　
本
町
消
防
団
操
法
終
了
ま
で
の
総
合
得
点
は
、
長
崎
県

壱
岐
市
消
防
団
が
百
八
十
五
・
五
点
で
ト
ッ
プ
で
し
た
。

　
結
果
を
待
つ
一
瞬
の
緊
張
の
中
、
い
よ
い
よ
本
町
消
防

団
の
結
果
発
表
で
す
。
「
鳥
取
県
代
表
江
府
町
消
防
団
、

総
合
得
点
百
八
十
七
点
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
に
結
果
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
総
合
得
点
百
八
十
七
点
」
と
結
果
発
表
の
瞬
間
「
や

っ
た
！
ト
ッ
プ
だ
」
、
「
よ
く
や
っ
た
」
と
選
手
及
び
関

係
者
は
抱
き
合
い
歓
喜
の
渦
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
特
に

選
手
は
、
長
く
て
苦
し
か
っ
た
訓
練
の
日
々
が
駆
け
巡
り

感
激
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　
操
法
終
了
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
総
務
省
消
防
庁
長

官
賞
と
全
国
消
防
協
会
会
長
賞
の
賞
状
及
び
紫
紺
の
優
勝

旗
が
消
防
庁
長
官
、
大
会
運
営
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
江

府
町
消
防
団
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
で
の
優
秀
選
手
と
し
て
、
二
番
員
　
森
田

祐
基
団
員
、

三
番
員
　
北

村
勇
介
団
員
、

四
番
員
　
篠

村
友
紀
団
員

が
鳥
取
県
初

の
優
秀
選
手

賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

優
　
勝
　
鳥
取
県
江
府
町
消
防
団

　
　
　
　
一
線
タ
イ
ム
四
十
八
・
九
一
秒

　
　
　
　
二
線
タ
イ
ム
六
十
二
・
六
六
秒

　
　
　
　
総
合
得
点
　
百
八
十
七
・
〇
点

準
優
勝
　
長
崎
県
壱
岐
市
消
防
団

　
　
　
　
高
知
県
い
の
町
消
防
団

　
　
　
　
茨
城
県
常
総
市
消
防
団
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▲特別栽培米について発表する竹内町長（左）

▲特別優秀賞を受賞された久木さん（中央）

▲官能審査（食べ比べ）の様子

▲コンクールで受賞した江府小学校５年生のみなさんと空場さん

　
十
一
月
二
十
、
二
十
一
日
の
二
日
間
、
島
根
県
松
江
市

に
あ
る
「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
を
会
場
に
「
第
十
二
回
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
　
国
際
大
会
」
（
主
催
　
米
・

食
味
鑑
定
士
協
会
ほ
か
）
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
、

十
一
月
十
日
に
JA
鳥
取
西
部
日
野
支
所
で
開
催
さ
れ
た
「
第

８
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出
品
米
の
中
か
ら

分
析
結
果
に
基
づ
き
一
般
の
部
に
十
三
点
、
小
学
校
部
門

に
一
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
品
総
数
は
二
千
八
百
四
十
四
点
（
国
内
二
千

八
百
十
六
点
、
海
外
二
十
八
点
）
で
、
一
般
の
部
の
審
査

方
法
は
一
次
、
二
次
、
最
終
審
査
の
三
段
階
で
行
わ
れ
、

一
次
審
査
は
食
味
計
と
よ
ば
れ
る
玄
米
の
状
態
で
計
測
す

る
機
械
を
使
っ
て
行
わ
れ
、
八
十
五
点
以
上
の
ス
コ
ア
が

二
次
審
査
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
次
審
査
で
は
味

度
計
と
よ
ば
れ
る
、
お
米
を
炊
い
た
状
態
で
計
測
す
る
機

械
が
使
用
さ
れ
、
一
次
、
二
次
の
両
審
査
の
合
計
点
（
二

百
点
満
点
）
の
上
位
四
十
名
が
総
合
部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。

そ
れ
に
次
ぐ
成
績
上
位
者
が
品
種
部
門
等
の
各
部
門
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
最
終
審
査
は
食
味
鑑
定
士
の
資

格
を
持
つ
三
十
人
の
審
査
員
に
よ
る
官
能
審
査
（
食
べ
比

べ
）
に
よ
る
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
小
学
校
部
門
に
つ
い
て
は
一
次
、
二
次
の
機
械

測
定
の
み
で
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

　
江
府
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
全
十
三
点
の
う
ち
、
二
次
審

査
ま
で
進
ん
だ
も
の
が
三
点
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
総
合
部
門
で
の
最
終
審
査
ノ
ミ
ネ
ー
ト
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
環
境
王
国
認
定
産
地
部
門
の

最
終
審
査
に
一
点
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
官
能
審
査
の
結
果
、
久
木
育
雄
さ
ん
（
下
安
井
）
の
特

別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
食
味
八
十
七
、
味
度
八
十
三
・

一
、
合
計
百
七
十
・
一
点
（
※
県
内
出
品
者
で
は
最
高
得

点
）
を
獲
得
さ
れ
、
金
賞
に
つ
ぐ
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
、
昨
年
の
桑
原
巧
さ
ん
（
大
河

原
）
に
続
く
連
続
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
開
催
期
間
中
に
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
他
に
も
お

米
に
ま
つ
わ
る
各
種
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
俵
十
万

円
の
お
米
を
作
る
名
人
の
ほ
か
、
全
国
で
も
有
名
な
米
づ

く
り
名
人
五
人
に
よ
る
意
見
交
換
会
の
ほ
か
、
「
環
境
王

国
の
活
動
実
績
と
今
後
の
展
開
」
と
題
し
て
認
定
十
自
治

体
の
首
長
が
取
組
の
発
表
を
行
い
、
竹
内
町
長
も
特
別
栽

培
米
の
推
進
や
共
生
の
森
事
業
、
「
水
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
環
境
に
優
し
い
企
業
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
　

　
次
回
、
来
年
の
第
十
三
回
大
会
は
環
境
王
国
認
定
自
治

体
の
群
馬
県
川
場
村
で
開
催
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
惜
し
く
も
受
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
阿
部
朝
親
さ

ん
（
荒
田
）
は
出
品
し
た
二
点
と
も
が
二
次
審
査
に
進
出
。

う
ち
一
点
は
百
六
十
九
・
五
点
で
受
賞
ま
で
あ
と
一
歩
の

好
成
績
で
し
た
。

　
そ
の
他
の
鳥
取
県
関
係
の
受
賞
は
、
日
野
農
業
改
良
普

及
所
で
水
稲
の
栽
培
指
導
を
担
当
さ
れ
て
い
る
森
岡
宏
顕

さ
ん
（
南
部
町
）
の
ヒ
ト
メ
ボ
レ
が
地
域
品
種
部
門
（
中

国
地
区
）
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
夏
場
の
異
常
高
温
の
影
響
で
全
国
的
に
得
点
が

伸
び
悩
ん
だ
た
め
、
最
高
位
の
総
合
部
門
最
終
審
査
ノ
ミ

ネ
ー
ト
者
の
得
点
は
百
八
十
六
点
か
ら
百
七
十
三
点
ま
で

の
四
十
名
で
し
た
。

　
県
内
を
代
表
す
る
お
米
の
産
地
と
し
て
、
来
年
は
総
合

部
門
で
の
受
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
江
府
町
二
五
二
五
（
ニ
コ
ニ

コ
）
事
業
の
一
つ
、
「
日
本
一
の
笑
顔
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

と
し
て
江
府
小
学
校
五
年
生
が
日
本
一
お
い
し
い
米
作
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
空
場
　
語
さ
ん
（
小
江
尾
）
を
は

じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
に
よ
り
田
植
え
や
稲
刈
り

作
業
の
ほ
か
、
生
育
状
況
の
観
察
の
ほ
か
、
雑
草
の
見
分

け
方
、
水
生
生
物
の
採
取
な
ど
も
行
い
、
毎
日
食
べ
て
い

る
お
米
の
作
り
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
も
の
で
す
。

　
収
穫
し
た
お
米
は
日
本
一
の
願
い
を
込
め
て
コ
ン
ク
ー

ル
の
小
学
校
の
部
に
出
品
。

　
結
果
は
食
味
八
十
四
点
、
味
度
七
十
七
・
六
点
、
合
計

百
六
十
二
点
）
で
上
位
六
校
（
合
計
得
点
一
七
二
点
か
ら

百
六
十
六
点
）
に
贈
ら
れ
る
金
賞
に
は
わ
ず
か
に
手
が
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
の
待
ち
時
間
で
は
笑
顔
だ
っ
た
児
童
た
ち
も
「
鳥

取
県
江
府
小
学
校
五
年
生
の
み
な
さ
ん
」
の
司
会
者
の
声

で
担
任
の
山
本
先
生
や
空
場
さ
ん
と
と
も
に
ス
テ
ー
ジ
へ
。

全
員
で
揃
え

た
「
環
境
王

国
　
奥
大
山

江
府
町
」
の

帽
子
の
下
か

ら
覗
く
緊
張

し
た
表
情
が

微
笑
ま
し
い

受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

：
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十
一
月
十
四
日
（
日
）
に
、
江
府
町
の
交
通
安

全
指
導
員
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
交
通
安
全
推
進
の
た
め
、
交
通

指
導
員
が
三
年
前
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。
町
内

全
域
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
目
標
と
し
て
い
て
、

今
年
は
江
尾
・
小
江
尾
・
久
連
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
清
掃
し
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
中
に
は
、

汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
丁
寧
に

汚
れ
を
取
り
ま
し
た
。
清
掃
後
は
、
見
違
え
る
よ

う
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
八
日
、
午
前
九
時
の
防
災
行
政
無

線
か
ら
の
サ
イ
レ
ン
と
放
送
を
合
図
に
、
町
内
で

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
川
集
落
で
は
、
九
時
の
放
送
と
と
も
に
公
民

館
に
地
域
の
み
な
さ
ん
が
集
合
。
防
災
知
識
の
講

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
集
落
で
は
、
事
前
に
消
火
訓
練
等
を
行
っ
て

お
り
、
一
斉
訓
練
の
こ
の
日
は
「
地
震
そ
の
時
ど

う
す
る
」
と
題
し
、
防
災
士
の
資
格
を
有
す
る
砂

原
区
長
さ
ん
自
ら
が
講
師
と
な
り
、
地
震
が
発
生

時
の
行
動
や
非
常
持
ち
出
し
品
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
一
月
七
日
、
大
阪
で

「
奥
大
山
江
府
町
関
西
交

流
会
」
（
河
上
勲
会
長
）

が
開
か
れ
、
関
西
在
住
の

十
四
名
の
会
員
の
参
加
が

あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
内
町
長
は
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
最
近
の
町
営
バ

ス
の
状
況
、
消
防
団
の
活

躍
や
交
流
人
口
の
増
加
対

策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
十
月
三
十
日
、
江
府
町
西
ノ
島
町
経
済
交
流
協

議
会
総
会
を
西
ノ
島
町
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
の
三
十
一
日
に

は
、
西
ノ
島
で
開
か

れ
た
「
イ
カ
・
ま
ぐ

ろ
ま
つ
り
」
に
本
町

特
産
品
の
展
示
即
売

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
本
町
の

特
産
品
を
求
め
て
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者

の
方
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
十
一
月
十
四
日
、
日
野
総
合
事
務
所
駐
車
場
で

第
七
回
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
日
野
郡
内
の
そ
ば
屋
が
六
店
、
そ
ば
粉

料
理
店
が
一
店
、
福
祉
団
体
が
一
店
、
女
性
グ
ル

ー
プ
が
一
店
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
米

子
屋
旅
館
、
小
福
屋
（
下
蚊
屋
）
が
出
店
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
店
舗
が
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
て
お
り
、

昼
時
に
は
長
い
行
列
が
で
き
て
い
る
店
も
あ
り
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
そ
ば
粉
パ
ン
の
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
の
早
食
い
競
争
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
等
が
行
わ
れ

多
く
の
来
場
者
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
日
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日
野
支
所
で
日

野
郡
産
の
お
い
し
い
米
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
“
食

の
み
や
こ
鳥
取
県
”
第
八
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン

テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
方
法
は
、
整
粒
歩
合
が
八
十
％
以
上
の
米

を
対
象
に
、
食
味
計
の
数
値
が
高
い
も
の
か
ら
四

点
の
最
優
秀
賞
候
補
を
事
前
に
選
定
し
、
当
日
、

参
加
者
全
員
が
実
際
に
食
べ
て
投
票
に
よ
り
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
百
九
十
八
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
日
南

町
の
高
橋
秀
紀
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
か
ら
は
川
上
正
昭
さ
ん
（
小
原
）
、

景
山
幸
夫
さ
ん
（
宮
市
）
が
優
秀
賞
、
清
水
祐
右

さ
ん
（
袋
原
）
、
山
本
幸
人
さ
ん
（
西
成
）
が
奨

励
賞
、
阿
部
朝
親
さ
ん
（
荒
田
）
が
今
年
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
食
味
値
最
上
位
を
記
録
し
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
本
年
の
出
品
米
は
、
食
味
値
の
平
均
が
昨
年
よ

り
下
が
っ
た
も
の
の
、
日
野
郡
で
目
標
と
し
て
い

る
食
味
値
八
十
以
上
が
全
体
の
八
十
九
％
、
極
良

食
味
と
さ
れ
る

食
味
値
八
十
五

を
超
え
た
も
の

が
三
十
三
％
、

整
粒
歩
合
八
十

％
以
上
の
も
の

が
五
十
八
％
あ
り
、

記
録
的
な
猛
暑

に
も
か
か
わ
ら

ず
良
い
品
質
を

確
保
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
三
日
、
奥
大
山
古
道
の
う
ち
鍵
掛
峠

か
ら
御
机
、
笠
良
原
の
区
間
が
整
備
さ
れ
、
記
念

ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
ウ
ォ
ー
ク
に
町
内
外
か
ら
約
三
百
名
の
み

な
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
班
ご
と
に
分
か
れ
て
出

発
し
ま
し
た
。
案
内
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
途
中
、
立
ち
寄
っ
た
御
机
集
落
で
は
、
御
机

団
子
汁
の
振
舞
い
や
青
空
市
が
あ
る
な
ど
、
奥
大

山
の
秋
の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
記
念
ウ
ォ
ー
ク
を

満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
ク
終
了
後
は
、

下
蚊
屋
集
落
で
「
荒
神
神
楽
」
が
奉
納
さ
れ
、
参

加
の
み
な
さ
ん
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
十
九
日
と
二
十
日
の
両
日
、
「
第

三
回
奥
大
山
蒜
山
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
題
し
、
奥

大
山
古
道
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
や
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
大
山
周
辺
の
見
学
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

防災の話しを真剣に聞き入る佐川のみなさん

特産品を求めて賑わう会場

交流会であいさつする竹内町長

カーブミラーを清掃する交通指導員のみなさん

新そばまつりの会場の様子

右から優秀賞の景山さん、川上さん

奥大山古道を歩く参加者ら
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　雪が降ると、道路と水路の区別がつかなくなったり、路上の障害物が見つけにくくなったりする

など、危険がいっぱいです。交通安全に十分注意しましょう。

　町の除雪方針

○積雪がおおむね十五センチメートルを

　超える場合に行います。

○原則午前七時、あるいはバス始発時刻どちらか早いほ

　うの時刻までに作業を終えるようにします。

　除雪作業についてのお願い

○路上、待避所、バス回し場に駐車しないでください。

○屋根の雪下ろしなどで、路上に出した雪は取り除いて

　ください。

○除雪作業中の通行にご協力ください。

○歩道・通学路の除雪について、地域の皆さんのご協力

　をお願いします。

○防火水槽・消火栓・ゴミ集積所の除雪は、集落でお願いします。

○竹が倒れるなどで、除雪に支障がでる場合、集落で撤去してください。

○除雪により水路がふさがったり、玄関先などに寄ったりする場合があります。ご理解とご協力を

　お願いします。

お問い合わせ先　役場建設課　電話　７５－３３０６

　家庭からの生活排水は、身近な側溝や水路をはじめ、河川や海などを汚す原因となります。きれ

いな水は生活していく上で欠かせないもので、この環境を維持していくためにも、私たちが普段か

ら水を汚さないよう心がけた生活することが必要です。

　生活排水を水路等へ流さない取組みとして、下水道への接続及び合併処理浄化槽の整備を併せて

お願いいたします。

お問い合わせ先　役場建設課　電話　７５－３３０６

　１２月１３日（月）～２２日（水）までの１０

日間、年末の交通安全県民運動が実施されます。

年末は自動車の交通量も増え、積雪による事故の

危険性も高くなります。

　また、忘年会など飲酒の機会が増えますので、

飲酒運転は絶対しないようにしましょう。車を運

転するときは、いつもより少しスピードを控えて、

思いやりのある生活をしてみましょう。

　

　新型インフルエンザに加えてＡ香港型とＢ型のインフルエンザのワクチンも一緒に含まれたワク
チンとなっています。１回の予防接種で、３種類のインフルエンザに対する免疫をつけることがで
きます。

　2010年11月17日に鳥取県内において新型インフルエンザウイルス
に感染した方が1名確認されました。また、11月12日にはＡ香港型イ
ンフルエンザウイルスに感染した方も確認され、県内においてインフ
ルエンザの患者が散発している状態です。
　また、現在の全国の発生状況は、季節性のＡ香港型が新型を上回っ
ている状況ですが、これからインフルエンザ流行シーズンを迎え、今
後どの型が流行するかはわからない状況です。
　引き続き、手洗い、うがい、マスク着用など、感染予防に心がけま
しょう。

　予防接種後、ワクチンの効果が出るまで２週間程度かかるので、流行が始まる前に接種すること
が重要です。予約の有無など、接種する医療機関に事前に確認してください。

お問い合わせ先　役場福祉保健課　電話　７５－６１１１

　「１１０番」は事件・事故が発生したとき、警察へ連絡していただくための緊急電話です。　
　１１０番通報は、警察本部通信指令課（鳥取市）につながります。通信指令課では地図情報シス
テム、カーロケータシステム、携帯電話位置情報システム等により、事件・事故の発生場所ならび
に通報してくださった方の位置を素早く特定し、一番近くにいるパトカーなどで警察官を直ちに現
場へ向かわせ、事件・事故の捜査や、犯人の検挙等の警察活動を行います。
　１１０番通報された場合には、警察官が次のようなことをお尋ねしますので、落ち着いてお話し
ください。
○何がありましたか
「交通事故」「盗難」「けんか」等、発生した事案を正確に教えてください。
○場所はどこですか　
「発生した場所」、「あなたのいる場所」を目標物などで分かりやすく教えてください。
○いつ頃のことですか
「たった今」とか「今からどれくらい前」など、発生した時間、気がついた時間を正確に教えてく
ださい。
○犯人（特徴は）
「犯人はそこにいますか？」逃げたのなら「犯人の人数」、「性別」、「逃げた方向」、「手段」、「服装
や人相」などを落ち着いて教えてください。
○今はどんな状況ですか
○あなたのお名前、連絡先、事件・事故との関係を手短に教えてください
　「１１０番」は事件・事故に対応する緊急電話ですので、緊急性のない問い合わせや相談は、
黒坂警察署　電話 74－0110　または、江尾駐在所　電話 75－2054へお願いします。
　その他、警察本部（鳥取市）総合相談電話 0857－27－9110 または、＃9110を利用してくださ
い。 思いやりのある運転をしましょう

◆今回のインフルエンザワクチンの特徴は？

◆インフルエンザ発生状況は？

◆早めに予防接種をしましょう！

竹・木が倒れると除雪ができません。

所有者・集落で撤去してください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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元気いっぱ
い

夢いっぱい
江府小学校学習発表会

　１１月２０日（土）、江府小学校で学習発表会が開かれました。
　統合１年目の昨年は体育館が改築中だったため、江府小学校としての最初の本格的な
学習発表会となった今年。児童たちは劇や音楽表現、合奏、合唱などみんなで力を合わせ
てつくり上げたすばらしい演技を披露していました。
　また、会場は保護者や、子どもたちの活躍を楽しみに訪れた地域のみなさんでいっぱい
となり、たくさんのまなざしに見守られ心あたたまる学習発表会となりました。
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小地域懇談会を振りかえって ①小地域懇談会を振りかえって ①
　平成２２年度人権・同和問題小地域懇談会は、１０月、１１月の
２ヶ月間で計画どおり全集落での実施が完了し、１２月６日、出向
者反省会を開催しました。今年は、「一歩前へ！みんなの和と輪で
まちづくり－高齢期と人権－」をテーマに取り組みました。ここで、
各集落からの意見や反省会の報告をもとに今年度を振り返り、次
回の取り組みへの一歩を踏み出しましょう。

　

今
号
で
は
、
各
集
落
懇
談
会
の

記
録
と
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
か

ら
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

︻
参
加
者
ア
ン
ケ
�
ト
か
ら
︼

★
懇
談
会
に
参
加
し
て
ど
う
で
し

た
か
？

　

よ
か
っ
た　
　
　
　

90
％

●
日
ご
ろ
話
を
し
な
い
人
や
年
代

の
異
な
る
人
と
話
せ
た
。

●
自
分
と
は
違
う
意
見
の
人
と
お

互
い
の
意
見
を
尊
重
し
あ
い

理
解
で
き
た
。

●
町
内
の
高
齢
者
の
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

よ
く
な
か
っ
た　
　

10
％

●
司
会
者
が
、
上
か
ら
目
線
で
さ

と
し
て
い
た
。

●
参
加
者
が
少
な
い
。

●
話
す
機
会
が
な
か
っ
た
。
小
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
か
っ
た
。

★
懇
談
会
は
人
権
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
に
、
役
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
？

　

思
う　
　
　
　
　
　

83
％

●
年
一
回
の
取
り
組
み
で
も
大
切

で
あ
る
。

●
同
和
問
題
は
学
習
を
続
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

思
わ
な
い　
　
　
　

17
％

●
毎
年
の
こ
と
で
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
い
る
。

︻
集
落
代
表
者
記
録
か
ら
︼

★
よ
か
っ
た
点

●
発
言
し
や
す
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

●
点
検
シ
ー
ト
「
高
齢
者
の
た
め

の
国
連
原
則
」
は
初
め
て
聞

く
言
葉
で
よ
か
っ
た
。

●
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ

た
。

●
小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
で

笑
顔
で
雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
。

●
高
齢
者
対
策
を
行
政
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い
。

★
反
省
点
・
引
継
ぎ
事
項

●
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
何
か
考
え
ね
ば

と
思
う
。

●
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題

を
と
り
あ
げ
て
ほ
し
い
。

︻
話
し
合
い
の
記
録
か
ら
︼

★
資
料
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て

●
認
知
症
に
な
っ
て
も
人
格
は
あ

る
の
で
、
無
視
せ
ず
話
し
合

い
は
必
要
。

●
妹
は
、
近
所
に
住
ん
で
い
な
が

ら
人
ご
と
の
よ
う
な
態
度
は

ど
う
か
と
思
う
。

●
母
に
問
題
点
が
あ
っ
て
も
、
兄

の
言
い
方
が
き
つ
く
、
い
じ

め
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と

思
う
。

　

相
手
の
立
場
を
理
解
せ
ず
に
対

応
し
て
い
た
と
思
う
。

●
認
知
症
は
、
地
域
や
周
囲
の
人

に
隠
さ
ず
、
理
解
を
得
て
支

え
て
も
ら
う
体
制
を
作
る
と

よ
い
。

●
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
よ
く
あ
る
。
お
互
い
に

出
来
る
こ
と
、
思
い
や
り
認

め
合
っ
て
み
ん
な
で
や
る
。

●
社
会
の
制
度
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）
を
利
用
し
な
が
ら
、

安
全
安
心
な
く
ら
し
を
求
め

た
い
。

●
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
一
つ

で
お
互
い
の
気
持
ち
が
楽
に

な
る
。
高
齢
者
自
身
も
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
す
る
心
が

け
と
と
も
に
。

★
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　

づ
く
り
に
つ
い
て

●
認
知
症
に
な
る
前
に
、
近
所
の

人
と
か
で
話
し
相
手
を
し
た

ら
ど
う
か
。

●
高
齢
者
に
は
、
社
会
の
一
員
と

し
て
認
め
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
。
知
識
・

趣
味
・
技
術
を
生
か
す
工
夫

を
。

●
核
家
族
化
な
ど
が
原
因
で
、
子

ど
も
た
ち
が
高
齢
者
と
の
接

し
方
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
よ
う
に
思
う
。
「
敬
老
参

観
日
」
な
ど
の
取
り
組
み
を

す
る
べ
き
。

●
災
害
時
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ

て
も
年
々
様
子
が
変
化
し
て

い
る
。
近
所
の
助
け
合
い
は

も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、
行
政

に
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

●
集
落
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
り
、

昔
な
が
ら
の
よ
い
絆
を
持
て

る
。
集
落
で
集
ま
っ
て
何
で

も
相
談
し
あ
え
る
人
が
多
く

い
る
と
い
い
。

　

参
加
者
の
総
数
は
四
四
九
名

（
昨
年
度
比
二
名
増
）
。
こ
の
う

ち
五
〇
歳
以
上
が
三
三
九
名
で
出

席
者
総
数
の
76
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
男
女
別
で
は
男
性
が
二
九
〇

名
で
全
体
の
66
％
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
度
よ
り
女
性
の
参
加

者
が
増
加
し
ま
し
た
。
個
人
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
、
集
落
代
表
者
の

記
録
に
も
「
出
席
者
が
少
な
い
」

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
人
一
人
が
人
権
問
題
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
捉
え
、
ま
ず
は
参
加

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
号
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
踏
ま
え
、
出
向
者
反
省
会
で
出

さ
れ
た
今
年
度
の
反
省
と
、
次
年

度
へ
の
課
題
等
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▲集落の目標を作りました（防災・情報センターに掲示中）
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　今年も小地域懇談会が「高齢者」にかかわるこ
とをテーマとして、各集落で実施されております。
　誰も一年一年確実に年を取っていきます。「子
ども叱るな　来た道だもの。　年寄り笑うな行く
道だもの。」ということも広く言われています。
高齢者にかかわることは、誰もが避けて通れない
ことです。これを機会にしっかりと学習をし、高
齢者にかかわる問題をはじめとしていろいろな差
別問題に気付き、今まで以上に出来るところから、
態度で示していきたいと思っています。

　ところで、いつの頃だったか、ある集落の小地域懇談会に参加した時でした。その時にお年寄りの方が
言われたことが、いまだに心に残っています。それは、「・・・私たちのように年を取ってくると、（差
別することは）悪いと思っていても、長年思い続けてきたことだから身についてしまって、今さらその考
えを変えることはなかなか難しいことだ。でも、この考え（差別の心）を自分の中に閉じ込めて子どもや
孫たちを始めとして、誰にも伝えていかない、広めていかないことが、私たちにできる最低限なことでは
ないだろうか。・・・」という意味のことを言われていたことです。
　この方のこの言葉は、積極的な態度とは思われませんが、今でも大変重いものだと私は思っています。
「自分の考えは、変えにくい。それならば、次善の策で広げないように気をつけなければ」という、大変
素敵な考え方ではないでしょうか。「自分だけ良ければ」といういわゆる「自己中」が世の中を席巻して
いる時に、です。
　このことと同じ意味のことをある講演会で聞きました。その講師さんが差別を拡大していく例として次
のようなことを話されました。
　「ある時、他の人から『おまえは○○だ』と言われた。それを真に受けて、自分は○○だということを
受け入れてしまい、『おまえは○○だ』と言われた腹いせに、自分より弱い立場にいる人に向かって同じ
言葉『おまえは○○だ』と言ってしまうことがありはしないだろうか。このことは、相手を誹謗中傷する
言葉をむやみに使うことで、差別を拡大していくことになってしまう。」と。そして、続けて差別を拡大
しないためには、「○○と言われたときに、『自分は○○ではない。どうしてそんなことを言うの？』と
相手に問い掛けをして、自分のところで留めておけば、差別を広げていくことにはならないではなかろう
か。」ということでした。
　不用意な言動は、人権を大切にしていない証です。人権を大切にするとは、自分や家族、身の回りの方
の幸せを願い、それを行動に移していくことだと、私は思っています。
　人権を大切にする・・・難しく考えないで、いつでも、どこででも、自分のできることから始めてみま
せんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ペンネーム：Ｊｍｙ．】

　
十
一
月
十
七
日
、
介
護
老
人
保

健
施
設
あ
や
め
に
「
特
設
人
権
相

談
所
」
が
開
設
さ
れ
、
米
子
地
区

の
人
権
擁
護
委
員
が
施
設
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
「
特
設
人
権
相
談
所
」
は
、
人

権
に
関
す
る
問
題
（
家
族
の
問
題
、

近
隣
関
係
の
問
題
、
学
校
・
職
場

の
問
題
な
ど
）
の
相
談
に
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
る
も
の
で
、
同
時

に
講
演
な
ど
に
よ
る
人
権
啓
発
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
鳥
取
地
方
法
務
局

米
子
支
局
管
内
の
、
米
子
地
区
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
の
み
な
さ
ん

が
、
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
権

ま
も
る
く
ん
と
と
も
に
、
紙
芝
居

や
歌
で
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
毎
月

第
二
水
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
、
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
で

人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　
●
一
月
十
二
日

　
●
二
月
　
九
日

　
●
三
月
　
九
日

　
町
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
人
権

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

小
さ
な
こ
と
で
も
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



13

【
江
府
小
学
校
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★
は
最
優
秀
賞
　
☆
は
優
秀
賞

　《
一
年
生
》

　
　
☆
お
も
い
や
り
　
や
さ
し
い
こ
と
ば
　
あ
り
が
と
う（
も
り
た

し
ゅ
ん
ぺ
い
）

　
　
☆
と
も
だ
ち
と
　
に
こ
に
こ
え
が
お
で
　
手
を
つ
な
ぐ（
か
と
う

み
さ
）

　
　
☆
な
か
よ
し
は
　
と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
　
で
き
る
こ
と（
き
っ
川

り
り
）

　
　
☆
手
を
つ
な
ご
う
　
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
　
あ
そ
ぼ
う
よ（
う
め
だ

り
さ
）

　《
二
年
生
》

　
　
☆
し
あ
わ
せ
は
　
み
ん
な
の
心
が
　
は
こ
ぶ
ん
だ（
に
し
お
か

り
お
）

　
　
☆
ご
め
ん
な
さ
い
　
あ
や
ま
る
き
も
ち
で
　
心
も
一
つ（
白
石

ね
ね
）

　
　
☆
ご
め
ん
な
さ
い
　
あ
く
し
ゅ
を
す
れ
ば
　
な
か
な
お
り（
あ
か
い

ち
さ
き
）

　
　
☆
気
も
ち
よ
く
　
さ
べ
つ
な
し
の
　
ぼ
く
の
町（
か
げ
山

大
き
）

　《
三
年
生
》

　
　
★
大
事
だ
よ
　
注
意
の
で
き
る
　
そ
の
ゆ
う
気（
木
谷

彰
）

　
　
☆「
い
じ
め
」は
ね
　
し
て
も
さ
れ
て
も
　
か
な
し
い
よ（
安
田

翔
也
）

　
　
☆「
あ
り
が
と
う
。」　
そ
の
ひ
と
こ
と
が
　
う
れ
し
い
な（
う
田
川

あ
友
）

　
　
☆
お
も
い
や
り
　
友
だ
ち
に
な
る
　
第
一
歩（
上
代

さ
ら
）

　《
四
年
生
》

　
　
☆
や
っ
ち
ゃ
だ
め
　
い
じ
め
は
心
を
　
き
ず
つ
け
る（
道
下

伊
織
）

　
　
☆
さ
べ
つ
な
し
　
み
ん
な
の
心
も
　
あ
た
た
か
い（
中
田

花
実
）

　
　
☆
自
分
が
言
わ
れ
て
い
や
な
事
　
他
人（
ひ
と
）に
言
う
の
も
や
め
よ
う
ね（
遠
藤

未
来
）

　
　
☆
友
達
の
　
笑
顔
は
わ
た
し
の
　
エ
ネ
ル
ギ
ー（
谷
田

咲
良
）　

　《
五
年
生
》

　
　
☆
人
権
は
　
み
ん
な
の
宝
　
大
切
に（
高
木

晃
汰
）

　
　
☆
い
じ
め
な
し
　
人
に
や
さ
し
い
　
江
府
町（
長
岡

遼
真
）

　
　
☆
つ
く
ろ
う
よ
　
心
を
つ
な
ぐ
　
み
ん
な
の
輪（
池
田

季
子
）

　
　
☆
い
じ
め
な
し
　
み
ん
な
明
る
く
　
住
め
る
町（
車

大
輔
）

　《
六
年
生
》

　
　
☆
差
別
を
な
く
す
　
そ
の
一
歩
は
　
自
分
か
ら（
浦
部

和
奏
）

　
　
☆
手
を
つ
な
ご
う
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
江
府
町（
手
島

莉
菜
）

　
　
☆
江
府
町
　
差
別
の
な
い
町
　
あ
た
た
か
い（
藤
田

日
菜
）

　
　
☆
見
直
そ
う
　
自
分
の
言
葉
　
行
動
を（
小
峯

沙
智
）

【
江
府
中
学
校
】

　
　
★
握
手（
二
年
　
太
田

朱
音
）　
☆
人
権
に
対
す
る
思
い（
二
年
　
下
垣

花
梨
）

　
　
☆
祖
母
へ
の
思
い（
三
年
　
浜
田

真
衣
）

　
　
　
　
　

　
私
は
、
今
年
「
ワ
ク
ワ
ク
こ
う
ふ
」

で
介
護
老
人
保
健
施
設
あ
や
め
に
行

き
ま
し
た
。
私
は
最
初
、
あ
や
め
に

行
く
の
が
正
直
言
っ
て
嫌
で
し
た
。

お
年
寄
り
と
話
す
の
は
あ
ま
り
好
き

で
は
な
い
し
、
そ
れ
に
以
前
、
こ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
は
小
学
生
の
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。

私
は
学
校
の
行
事
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
チ
ロ
ル
の
里
に
行
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
太
鼓
を
披
露
し
た
り
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
た
り
と
、

お
年
寄
り
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
し
て
お
別
れ
の
時
、
お
年

寄
り
の
一
人
一
人
と
握
手
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
な
ど
と
声

を
か
け
な
が
ら
や
っ
て
い
る
と
、
あ

る
一
人
の
お
年
寄
り
が
私
の
手
を
強

い
力
で
握
り
ま
し
た
。
す
る
と
私
の

手
に
爪
が
刺
さ
り
、
そ
こ
か
ら
赤
い

血
が
に
じ
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
り
、

呆
然
と
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
さ
ん

が
来
ら
れ
、
「
何
や
っ
て
る
の
」
と

手
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

職
員
の
方
は
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
、

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
」
と
何

回
も
頭
を
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、

「
い
い
え
」
と
言
い
つ
つ
も
、
そ
の

日
か
ら
お
年
寄
り
と
関
わ
り
た
く
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
持
っ
た

ま
ま
、
私
は
老
人
ホ
ー
ム
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
職
員
さ
ん
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
話
や
注
意
点
な
ど
を
聞
き
、
ま

ず
は
通
所
実
習
か
ら
始
め
ま
し
た
。

通
所
と
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
し
、

家
か
ら
通
っ
て
こ
ら
れ
る
人
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
番
び
っ
く

り
し
た
の
が
、
老
人
ホ
ー
ム
の
方
々

の
あ
い
さ
つ
で
す
。
明
る
く
そ
し
て

大
き
な
声
で
、
な
お
か
つ
「
お
元
気

で
し
た
か
？
」
「
調
子
は
ど
う
？
」

な
ど
、
声
を
掛
け
て
お
ら
れ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
通

所
で
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
そ
れ

は
や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

し
た
。
私
は
け
っ
こ
う
人
見
知
り
す

る
方
な
の
で
、
な
か
な
か
最
初
の
一

言
が
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
勇
気

を
出
し
て
話
し
か
け
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
そ
の
人
は
、
笑
顔
で
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
好
き
な
食
べ
物
、

だ
ん
な
さ
ん
の
こ
と
、
ど
こ
の
国
に

行
き
た
い
か
な
ど
。
話
が
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
話
が

か
み
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
そ
の
人
は
私
の
話
を
聞
い
て
、

嫌
な
顔
も
せ
ず
、
話
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
当
た
り
前
だ
け
ど
、

当
た
り
前
に
思
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
ん
な
通
所
実
習
も
終
わ
り
、
次

は
入
所
実
習
で
す
。
入
所
と
は
、
あ

や
め
に
入
っ
て
お
ら
れ
て
、
わ
り
と

重
い
病
気
の
方
が
多
い
で
す
。
通
所

の
よ
う
に
…
と
は
い
か
な
い
の
で
す
。

話
し
か
け
て
も
返
し
て
も
ら
え
な
い

の
に
、
笑
顔
で
話
し
続
け
る
と
い
う

の
は
予
想
以
上
に
辛
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
も
や
っ
て
い
る
職
員
の
方
々

は
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
相
手
の

目
線
に
合
わ
せ
て
話
そ
う
。
上
か
ら

目
線
で
話
し
た
り
せ
ず
、
相
手
に
合

わ
せ
て
話
そ
う
。
」
と
。
私
は
こ
の

言
葉
を
聞
い
て
、
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
、

あ
ま
り
関
わ
り
た
く
な
い
、
嫌
だ
な

と
思
っ
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く

な
り
ま
し
た
。

　
私
は
老
人
ホ
ー
ム
に
行
っ
て
良
か

っ
た
で
す
。
こ
ん
な
に
お
年
寄
り
に

つ
い
て
考
え
ら
れ
る
機
会
、
き
っ
か

け
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
な
ら
分
か
り
ま
す
。
あ
の
お
年
寄

り
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
。
あ
の

お
年
寄
り
は
多
分
、
「
行
か
な
い
で
。

も
っ
と
い
て
。
」
と
伝
え
た
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
と
一
緒
に
い
て
楽
し
か
っ
た
、
あ

り
が
と
う
、
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
は
、
人
と
人
と
は
た
と
え
話
す
こ

と
が
で
き
な
く
て
も
、
目
を
合
わ
せ

る
だ
け
で
、
手
を
握
る
だ
け
で
相
手

に
気
持
ち
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
人
に
接
す
る

こ
と
の
大
切
を
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
私
の
考
え
を
変
え
て
く

れ
た
、
あ
や
め
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
年
Ａ
組
　
太
田
　
朱
音
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Hello everyone,

It seems like just yesterday I wrote the last newsletter. Time is flying by. This past

month has been fun but not very eventful. I finally got a car! I look forward to

traveling around the prefecture and seeing the sights. Last weekend I went to

Tottori Hanakairo. It was very pretty with the leaves in full color and snow on top of

Mt. Daisen. I'm not very excited about the upcoming winter (I hate the cold) but

maybe I will try to learn to ski. I hear a lot of people around here go skiing in the

winter. I think my Japanese is starting to get a little better. Every once in a while I

can actually understand something! I will have to keep studying I guess. Wish me

luck. I hope you have all had as pleasant a month as I have. Until next time…

こんにちはみなさん。

前回のニュース・レターを書いたのが昨日のように感じます。時がたつのは早いです。今月は楽し

かったのですが、行事はそう多くありませんでした。（しかし）ついに車を手に入れました！県内

を回って景色を見るのが楽しみです。先週末はとっとり花回廊に行きました。色とりどりの紅葉や

大山頂上の雪でとてもきれいでした。私はもうすぐ冬が来ることでワクワクはしてはいません（寒

いのが苦手なのです）が、多分スキーに挑戦するでしょう。このあたりの人たちの多くは冬にスキ

ーに出かけると聞いています。私もわずかながら日本語がわかりかけ始めたと思っています。とき

どきですが、本当に意味がわかるときがあるのです！勉強し続けなければならないだろうと思って

います。応援してくださいね。皆さんも私のように楽しいひと月を過ごされたなら、私もうれしい

のですが。それではまた次回。

　
十
一
月
町
報
で
、
江
府
小
学
校
三
年
生
へ
の
学
校
支
援
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
そ
の
際
の
子
ど
も
達
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
う
ふ
町
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
見
ら
れ
て
、
す
ご
く
べ

ん
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
野
川
発
電
所
は
、
川
の
水
で
電
気
を
作
っ

て
い
る
な
ん
て
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
が
い
仏
で
か
い
だ
ん
を
上

が
る
と
き
、
な
な
め
に
な
っ
て
い
て
、
岩
の
と
こ
ろ
が
く
ず
れ
て
き
そ

う
で
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
下
蚊
屋
荒
神
神
楽
で
は
、
や
ま
た
の
お
ろ
ち

を
し
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
も
、
保
育
園
の
と
き
に
し
た
こ
と
が

あ
る
け
ど
、
い
し
ょ
う
が
本
物
み
た
い
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
あ

と
、
す
さ
の
お
の
み
こ
と
の
服
だ
け
で
も
、
三
百
万
円
も
す
る
な
ん
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
旧
江
尾
発
電
所
は
、
ま
た
野
川
発
電
所
よ
り
古

い
発
電
所
で
、
石
で
て
き
て
い
る
発
電
所
な
の
で
、
と
て
も
め
ず
ら
し

い
た
て
も
の
で
し
た
。
す
ご
く
べ
ん
強
に
な
る
一
日
で
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
一
日
に
は
、
四
年
生
の
社
会
科
（
地
域
学
習
）
の
学
校

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
実
際
に
現
地
に
足
を
運
び
、
実
物

に
ふ
れ
る
こ
と
で
「
江
府
町
の
よ
さ
」
を
改
め
て
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
学
校
お
助
け
隊
で
作
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
江
府
小
学
校
屋
外
倉
庫
の

屋
根
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
倉
庫
の
使
い
方
に
つ
い
て
小
学
校
と
相

談
し
な
が
ら
仕
上
げ
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
一
月
中
旬
に
江
府
小
学
校
の

ス
キ
ー
教
室
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　
　
七
五
―
二
二
二
三
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第
四
十
九
回
江
府
町
卓
球
大
会

(

小
学
生
・
地
域
の
部)

が
、
十
一

月
七
日
、
運
動
公
園
総
合
体
育
館

に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
元
気
な
声
を
あ

げ
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
地
域
の
部

★
団
体
戦

＊
予
選
４
チ
ー
ム
ず
つ
の
二
リ
ー

　
グ
、
一
位
の
チ
ー
ム
で
決
勝
戦

一
位
　
本
町
一
丁
目
・
Ａ

二
位
　
貝
田
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
ズ

★
個
人
戦

　
●
一
般
男
子

＊
予
選
四
リ
ー
グ
、
一
位
通
過
者

　
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
位
　
安
田
　
健
佑
（
貝
　
田
）

二
位
　
下
村
　
尚
之
（
江
府
中
）

三
位
　
神
庭
　
尚
也
（
江
府
中
）

三
位
　
岡
田
　
捷
豊
（
江
府
中
）

　
●
セ
ミ
シ
ニ
ア
男
子

＊
予
選
三
リ
ー
グ
、
一
位
通
過
者

　
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
位
　
森
田
　
　
稔
（
貝
　
田
）

二
位
　
森
田
　
宏
一
（
貝
　
田
）

三
位
　
川
上
　
卓
也
（
本
町
一
）

　
●
一
般
女
子

＊
予
選
二
リ
ー
グ
、
各
リ
ー
グ
上

　
位
２
名
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
位
　
浜
田
　
真
衣
（
小
江
尾
）

二
位
　
吉
川
　
　
幸
（
一
　
旦
）

三
位
　
岡
田
　
千
里
（
新
　
一
）

　
●
フ
リ
ー

＊
予
選
二
リ
ー
グ
、
各
リ
ー
グ
上

　
位
２
名
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
位
　
下
原
　
佑
太
（
深
山
口
）

二
位
　
田
口
　
太
洋
（
本
町
一
）

三
位
　
岡
田
　
典
枝
（
新
町
一
）

三
位
　
清
水
　
隆
弥
（
小
江
尾
）

　
小
学
生
の
部

★
個
人
戦

　
●
１
・
２
・
３
年
生
の
部

＊
出
場
四
名
の
総
当
り
リ
ー
グ

一
位
　
浜
田
　
恵
太
（
小
江
尾
）

二
位
　
吉
川
　
友
菜
（
本
町
二
）

三
位
　
吉
川
　
理
梨
（
本
町
二
）

四
位
　
加
藤
　
怜
生
（
武
　
庫
）

　
●
４
・
５
・
６
年
生
の
部

＊
予
選
四
リ
ー
グ
、
一
位
通
過
者

　
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
位
　
加
藤
　
尚
紀
（
助
　
沢
）

二
位
　
生
田
　
　
奨
（
新
　
道
）

三
位
　
加
藤
　
俊
平
（
武
　
庫
）

三
位
　
浜
田
　
直
明
（
小
江
尾
）

　
冬
に
な
る
と
、
積
雪
や
寒
さ
で

身
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
き

ま
す
。
卓
球
は
二
人
そ
ろ
え
ば
楽

し
め
る
気
軽
な
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
運
動
不
足
解
消
に
あ
な
た
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
優
秀
な
児
童
生
徒
や
、
教
育
分
野
で
貢
献
し
た
個

人
・
団
体
を
た
た
え
る
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会
表
彰

の
表
彰
式
が
、
十
一
月
十
六
日
に
鳥
取
県
立
図
書
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
篤
行
生
徒
と
し
て
清
水
保
菜
美
さ
ん

（
米
子
南
高
校
三
年
・
袋
原
）
が
、
学
校
長
の
推
薦

に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
何
事
に
お
い
て
も
真
面
目
に
一
生
懸
命
取
り
組
む

性
格
か
ら
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
教
員
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、
遠
距
離
通
学
を
続
け
な
が
ら
も
学
業
と

部
活
動
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。
特
に
、
学
業
面
で

は
独
学
で
資
格
取
得
す
る
な
ど
積
極
的
な
姿
勢
が

見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
部
活
動
に
お
い
て
は
高
校

か
ら
始
め
た
ボ
ー
ト
部
で
地
道
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
続
け
、
全
国
選
抜
大
会
で
六
位
入
賞
、
国
民
体

育
大
会
中
国
予
選
で
優
勝
す
る
な
ど
、
そ
の
実
力

は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
他
の
生
徒
の
模
範
で

あ
る
。

●
清
水
さ
ん
の
話

　
表
彰
さ
れ
る
と
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
を
認
め
て

も
ら
え
て
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

　
今
ま
で
支
え
て
下

さ
っ
た
方
々
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▲レースを終えて（清水さん提供）

▲地域の部個人戦優勝のみなさん
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町
立
図
書
館
で
は
、
十
一
月
三

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
「
図
書
館

ま
つ
り
」
を
開
催
、
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

【
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
十
一
月
十
九
日
、
山
陰
地
方
を

代
表
す
る
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
「
ゴ

ス
ペ
ル
・
オ
ー
ブ
」
と
ジ
ャ
ズ
グ

ル
ー
プ
「
伯
耆
ジ
ャ
ズ
倶
楽
部
」

を
招
き
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
し
た
。
ゴ
ス
ペ
ル
・
オ
ー
ブ

は
美
し
さ
と
迫
力
の
あ
る
歌
声
、

来
場
者
と
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い

演
出
で
、
ま
た
伯
耆
ジ
ャ
ズ
倶
楽

部
は
心
温
ま
る
静
か
な
演
奏
で
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

【
お
は
な
し
会
＆
人
形
劇
】

　
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お

話
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
南
部

町
の
グ
ル
ー
プ
「
お
は
な
し
・
ド

ン
」
の
み
な
さ
ん
の
楽
し
い
人
形

劇
『
三

匹
の
こ

ぶ
た
』

鑑
賞
会

を
十
一

月
二
十

三
日
に

開
き
ま

し
た
。

　
楽
し
い
お
話
や
、
お
な
じ
み
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
人
形
劇
は
、

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
一
緒

に
参
加
し
た
大
人
も
引
き
込
ま
れ
、

秋
の
午
後
の
ひ
と
と
き
、
和
や
か

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
読
書
講
演
会
】

　
鳥
取
県
図
書
館
協
会
長
・
山
田

晋
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
読
書
で

伸
ば
す
学
び
の
力
」
と
題
し
て
読

書
と
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
り
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
は
、
校
長
と
し
て
中

学
校
で
体
験
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

読
む
力
が
学
力
の
向
上
に
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
、
幼
児
期
の
絵
本

か
ら
活
字
に
親
し
む
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
「
早

速
実
践
で
き
そ
う
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

●入園対象児　　　家庭で保育に欠ける就学までの児童

●募 集 定 員　　　150人

●開 所 時 間　　　平　日：7時30分から18時30分

　　　　　　　　　　土曜日：7時30分から13時00分

●通常保育時間　　　平　日：8時00分から16時00分（土曜日：12時00分）

●保　育　料　　　保護者の平成22年度中の所得、税額などにより決定します。

　　　　　　　　　　同一世帯児童の同時入所の場合や、多子世帯の児童入所に対して、保育

　　　　　　　　　　料の軽減を行っています。

●そ　の　他　　　障がい児保育、広域入所（他市町村からの通園）、一時保育を行ってい

　　　　　　　　　　ます。お気軽にご相談ください。

　　　　★お問い合わせは・・・子供の国保育園　までどうぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　電話75－2704　　ＦＡＸ75－2860
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12月の本棚12月の本棚12月の本棚 ♪江府町立図書館♪開館時間
　平日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30
TEL：75-2005～町立図書館より～

○郷土

　ＴＡＴＡＲＡ／松本 薫

○科学

　ゆかいなパラドックス／マーチン・ガードナー

○家庭

　ベニシアのハーブ便り／ベニシア・スタンリー

　ニット男子／michiyo

　あな吉さんの ゆるベジ フードプロセッサー／朝倉ユキ

○経済

　テレビが飛びつくＰＲ／殿村美樹

○漫画・メディア

　本家ゴーマニズム宣言／小林よしのり

　龍馬伝（完結編）／日本放送協会

○文学

　小説家たちの休日／樋口 進

○小説

　江（上・中・下）／田渕久美子

　最後の卒業生／本田有明

　天下商人／高任和夫

　一〇〇年前の女の子／船曳由美

○ノンフィクション

　私たちが子どもだったころ、世界は戦争だった／サラ・ウォリス

○ヤングアダルト(※小学校高学年～高校生向き図書)

　言葉はなぜ生まれたのか／岡ノ谷一夫

　まいなす／太田忠司

　雨の恐竜／山田正紀

　キューピッドの涙 盗難事件／真瀬もと

　漱石先生の事件簿／柳 広司

○児童

　なんでももってる（？）男の子／イアン・ホワイブラウン

　ムカシのちょっといい未来／田部智子

　びんの悪魔／ロバート・ルイス・スティーブンソン

　きな子／ひろはたえりこ

　たいせつな友だち／モイヤ・シモンズ

○絵本

　クリスマスのきせき／高畠那生

　ぎょうれつのできるパンやさん／ふくざわゆみこ

　タツノオトシゴのかくれんぼ／ステラ・ブラックストーン

　もしも、ぼくがサンタクロースとともだちだったら／富安陽子

　しゃっくりがいこつ／マージェリー・カイラー

　よるくま クリスマスのまえのよる／酒井駒子

　せんろはつづく／竹下文子

　いやはや／メアリー＝ルイーズ

　吾輩は猫である／夏目漱石

　１月のえほん／長谷川康男

　時は明治。洋鉄の流入によって鉄価
が下がり、日野谷の「たたら」は大き
な危機を迎えていた･･･。
　米子市出身の作家・松本薫が、「た
たら」の炎が燃えさかっていた明治期
の日野谷を舞台に、たくましく生きた
人々を描く長編小説！

　動物は「鳴き声」を出せるけれど、
「言葉」を話すことはできません。頭
のいいチンパンジーでさえ、それは無
理なのです。なぜ人間だけが言葉を持
つようになったのでしょう？
　人間の「ことば」の誕生の謎を楽し
みながら学べる本。

　クリスマスの日、ペンギンたちから
七面鳥へ雪景色のプレゼント。ところ
が、雪を運ぶ途中、雪の箱が崖から落
ちて、さあ大変！　はたして無事にプ
レゼントできるでしょうか？　最高に
ステキな奇跡が起こります。

休館日のお知らせ

12月29日(水)
　　　～1月5日(水)

【郷土】

　『ＴＡＴＡＲＡ』

　　　　　　　　松　本 　　薫

【ヤングアダルト】

『言葉はなぜ生まれたのか』

　　　　　　　　岡ノ谷　一　夫

【絵本】

『クリスマスのきせき』

　　　　　　　高　畠　那　生



1817

審議案件は、全て承認されました。

１）農用地利用集積計画について　　　３件

　農地の売買、貸借、転用など農地に関して日頃
困っておられる事がありましたらお気軽にお越
しください。農業委員が交替で相談に応じます。

◎相談日　12月28日（火）午後1時30分
　　　　　山村開発センター

●発行日：毎週金曜日
●購読料：1か月　600円
●発行所：全国農業会議所
●申込先：江府町農業委員会事務局へ
　　　　　　　　　　電話番号 75-3222高津道喜さん

（御机）

　１０月２９日、日野町山村開発センターで日野

郡農業委員研修会と同町内リバーサイドひので交

流会が行われ３８名が参加しました。

　「平成の農地改革」といわれる改正農法等が昨

年末より実施され、農業委員としての役割と機能

は一層増大しております。今回講師として、鳥取

県農業会議会長川上一郎氏から「農業の基本的課

題と農業委員会の今日的役割について」の講演を

していただきました。

　過去３０年間の米の消費動向がそのまま推移す

れば、今後ますます、水田の遊休農地が増えるこ

とが予想され、このため、水田利用の安定に向け、

基本食料であり、水田に最適である米の消費拡大

の（４０％→５０％）推進を強化することが重要

であることを強調されました。そのためには地域

の農業者間の仲人役として期待と責任の重大さを

痛感しました。

　また、日本の農業、農村に暮らすものが安心し

て生産と生活を送ることができるような道筋と国

策として税金を投入し、農業基盤を構築していく

ことが急務であることを力説されました。

　交流会では、中山間地域の農業環境や最近、深

刻化している鳥獣被害について談笑の中に意見交

換ができ有意義な一日でした。

▼
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
年
間

　
60
日
以
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農
業
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従
事
す
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60
歳
未
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方
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で
も
加
入
で
き
ま
す
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▼
保
険
料
は
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額
２
万
円
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ら
６
万
７

　
千
円
単
位
で
選
択
で
き
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つ
で
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直
せ
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す
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※
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の
他
詳
し
い
内
容
や
加
入
に
つ
い

　
て
の
ご
相
談
は
農
業
委
員
会
ま
で
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問
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※年末年始のごみ収集は分別収集カレンダーをご覧下さい。
※役場では、閉庁日でも戸籍に関する届出（死亡届など）を受領しています。

　調理師法第５条の２の規定に基づき、指定受理機関の社団法人鳥取県調理師連合会では調理師業務従事者の
届出受理を行います。
●指定届出受理機関　社団法人鳥取県調理師連合会　〒682－0123　東伯郡三朝町三朝910番地４
電話0858－43－1905　　●届出受理機関　平成23年１月５日～１月15日　午前10時30分～午後３時30分
（ただし、木曜日、日曜日及び祝祭日は除く）　●届出義務者　平成22年12月31日現在、寄宿舎、学校、病院、
事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、矯正施設のうち継続して１回20食以上または１日50食以上を調理
して供与するもの、飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業、その他（自衛隊、給食センター等）

　「戦後強制抑留者に係る問題に関する特別措置法」に基づき、平和祈念事業特別基金から戦後強制抑留者の
方へ特別給付金が支給されます。
●対象者　昭和20年８月９日以来の戦争の結果、同年９月２日以後、次の地域に強制抑留された方で、平成22
年６月16日（法律施行日）に日本国籍を有するご存命の方　　●対象地域　シベリア、ヨーロッパロシア、中
央アジア、及び北樺太（北緯50度以北）を含む沿海州又は外蒙古　　●給付額　本邦への帰還時期により支給
額が異なります。　●請求方法　以前に基金から特別慰労品の贈呈を受けられた方は、請求案内が送付されます。
それ以外の方は、お問い合わせ先へご連絡ください（後日、書類が送付されます。）。
●請求期限　平成24年３月31日まで　　●お問い合わせ先　〒162－8672　東京都新宿区若松町19－１　総務
省第２庁舎（独）平和祈念事業特別基金　特別給付金担当　電話　0570－059－204（ナビダイヤル有料電話）
　＜午前９時から午後６時まで（土日祝休）＞

◆◆あなたのサービスでお客様に笑顔を！　充実した研修で未経験の方も安心です◆◆
●時給　1,000円（研修1か月／950円）　●勤務地　サントリー天然水株式会社／ブナの森工場（江府町大字御
机1177番地　　●勤務時間　８：30～17：00　　●休日　週休２日制（工場業務日に準ずる）、有給休暇
●待遇　賞与有（社規定による）、社会保険完備、制服貸与、残業手当、マイカー通勤手当有　契約保養施設
有　　●資格　基本的なPC操作（word・excel）ができる方　☆お客様の目線でサービスできる方歓迎
●応募方法　履歴書（写貼）を平成２３年１月４日（火）までに下記の送付先へ郵送してください。書類選考後、
通過者のみ面接日等の詳細が連絡されます。　●面接地　ブナの森工場（現地）
※お問い合わせ・送付先　〒100－0014　東京都千代田区永田町2－13－5　赤坂エイトワンビル３F
　サントリーパブリシティサービス株式会社　電話　０３－５５３２－０６２０　●担当　清水・加藤

空欄は、通常どおりです。

江府町役場
江府町総合健康福祉センター
江府町教育委員会
子供の国保育園
江府町老人福祉センター
防災情報センター
江尾診療所
江府町運動公園
江府町立図書館
し尿処理施設　清化園
ゴミ処理施設クリーンセンターくぬぎの森
リサイクルプラザ
くみ取り業者　いづはら
町営バス
ＪＲ西日本（米子支社管内）

75-2211
75-6111
75-2223
75-2704
75-2942

町公民館 75-2005
75-2055
75-3229
75-2005
75-2224
74-0333

0859-68-4071
75-3701

役場町民生活課 75-3223

施　設　名　等
12月29日（水）12月30日

（木）
12月31日
（金）

元旦
（土）

1月2日
（日）

1月3日
（月）

1月4日
（火）

1月5日
（水）

問合せ先
電話番号午前午後

閉庁
閉庁
閉庁
休園
閉庁
閉庁

休業

運休 運休

休業
休業

土休日ダイヤで運行

閉庁
閉庁
閉庁
休園
閉庁
閉庁
休診

休業

休業

閉館
閉館

休業

閉館
閉館

休診

休業

休業
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都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間
13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

月

火

水

木

金

土

日
月

火

水

木
金

土

日
月
火
水
木
金

公民館講座（絵手紙・油絵)

ふれあいデー

広域隣保活動（パソコン教室）

公民館講座（パッチワーク）

はつらつ運動教室

公民館講（ヒップホップ）

犬・猫引取り（事前連絡必要）

明徳学園

ふれあいデー

もの忘れ外来

公民館講座（陶芸）

広域隣保活動（陶芸教室）

保育園お楽しみ会

広域隣保活動（陶芸教室）

公民館講座（グラスアート）

広域隣保活動（カラオケ教室）

江府町スキー場開き

公民館講座（墨彩画）

ふれあいデー

公民館講座（写真）

公民館講座（エアロ＆ヨーガ）

はつらつ運動教室

小学校２学期終業式

天皇誕生日

中学校２学期終業式

公民館講座（和紙折紙）

公民館講座（いけばな)

広域隣保活動（カラオケ教室）

広域隣保活動（生花教室）

農地相談会

防災・情報センター

子供の国保育園

本町五丁目集会所

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

子供の国保育園

江尾診療所

創作館

本町五丁目集会所

子供の国保育園

本町五丁目集会所

防災・情報センター

本町五丁目集会所

奥大山スキー場

防災・情報センター

子供の国保育園

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

江府小学校

江府中学校

防災・情報センター

防災・情報センター

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

山村開発センター

13：30～15：30

10：00～11：30

13：00～15：00

13：30～15：30

13：30～15：30

19：00～20：30

9：30

9：30～16：00

10：00～11：30

受付13：00～16：00

13：00～16：00

19：00～21：00

9：30～

19：00～21：00

13：30～15：30

19：30～21：00

受付9：30～

13：30～15：30

10：00～11：30

13：30～15：00

19：00～20：30

13：30～16：00

13：30～15：30

13：30～15：30

19：30～21：00

15:00～17：30

13：30～16：00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

土
日
月
火
水

木

金
土
日
月
火

水

木
金
土
日

江尾駅前

子供の国保育園

江尾診療所

山村開発センター

江府小学校

運動公園総合体育館

山村開発センター・日輪閣

江府中学校

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（　７５－２６２４）へ連絡して下さい。

元旦

新春マラソン大会

ふれあいデー

もの忘れ外来

消防出初式

小学校３学期始業式

あそぼうスポーツ

町成人式

成人の日

中学校３学期始業式

人権・行政相談

公民館講座（書道）

はつらつ運動教室

家族の会

ぼちぼち倶楽部

公民館講座（いけばな)

9：30～12：00

10：00～11：30

受付13：00～16：00

10：00～

18：30～20：30

12：30～16：00

9：00～12：00

13：30～15：30

13：30～16：00

10：00～12：00

13：30～15：00

13：30～15：30

江府小学校５年　木谷　　聡 これからの　未来をかえよう　僕たちで
江府小学校５年　小峯　沙智 いじめストップ　笑顔が広がる　江府町

学校名、学年は応募があった平成21年度時点で掲載しています。

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。

感染拡大防止のため以下の点にご注意願います。
特に鶏やチャボ等を飼育している方はお願いします。

１　鳥の飼育小屋やその周辺を清潔に保ち、世話をした後は手洗いやう
　　がいをしましょう。（小屋の周りに消石灰をまくのが効果的です）

２　野鳥や野ネズミなどの侵入により感染する可能性がありますので
　　飼育小屋に金網や防鳥ネット（２cm角以下）を張り隙間をふさいで
　　ください。

３　愛玩鳥の死亡や、死んでいる野鳥を発見した場合は役場農林産業課
　　（電話７５－３２２２）まで連絡願います。

※感染鶏の肉や卵が店頭に出回ることはありませんが、仮に肉や卵を食
　べても人が感染することはなく、人体に影響はありません。
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チャリティーバザーのお礼

人の動き

ご 寄 付

11月届
（敬称略）

◎見舞い返しとして

◎香典返しとして

杉　谷　末次　浩司　父勇男死去

荒　田　藤原　鈴子　本人退院

下蚊屋　越峠　嘉道　本人退院

大河原　小峯　玉子　本人退院

社会福祉協議会に次の方からご寄付を

いただきました。

（11月分）敬称略

火災ゼロ継続日数
　　　　      17日　 （12月1日現在）

交通死亡事故ゼロ継続日数
　　　　 1,758日　 （12月1日現在）

町の人口
男
女

世帯数

3,520人
1,647人
1,873人
1,143世帯

(ー2)
(ー1)
(ー1)
(±0)

11月末現在（　）は前月比
納期限は12月27日（月）です。
（口座振替は12月27日）

《12月の納税は》
・町県民税  4期
・国民健康保険税7期　
・介護保険料  7期　
・後期高齢者医療保険料6期

　みなさまから１１月６日のチャリティーバザ
ーにご協力いただき、９６，３００円の収益とな
りました。収益金は、県共同募金会を通じ、町
内の福祉事業に活用させていただきます。
　ご協力いただきました町民のみなさまに厚
くお礼申しあげます。
　今後ともご協力いただきますようお願い申
し上げます。　　　　共同募金会江府町支会

製造事業所のみなさまへ
　　　　　　統計調査にご協力ください。

　平成22年工業統計調査を12月31日現在で行います。調査の実施にあ

たっては、本年12月から来月1月にかけて調査員がお伺いします。

　なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき

秘密が厳守されますので、正確な記入にご協力をお願いします。

　○経済産業省
　○鳥取県
　○江府町（担当：役場総務課　電話７５－２２１１）

町社協職員がボランティアで町道を清掃
　１２月１日、子供の国保育園から町老人福祉
センターまでの町道の歩道が、町社協職員の
ボランティア活動によって清掃されました。
　落ち葉で歩きにくくなっていた歩道は、きれ
いになりました。

●開催日時　　平成２２年１２月２６日（日）　午前９時～午後５時
●場　　所　　江府町特産物直売所「みちくさ」
●特　　典　　来場者にはとれたて野菜たっぷりの
　　　　　　　　　　　　美味しい豚汁大サービス
●問い合せ先　佐川「みちくさ」　電話75‐2032
◎年末年始の営業について

　年内は１２月２９日（水）まで通常営業をおこない、新年1月７日（金）

の初売りまで休業となります。

　なお、冬期間（４月上旬まで）は、毎週金・土・日の3日間の営業で時

間も午前9時～午後３時となりますので、ご注意ください。

※問い合せ先　佐川「みちくさ」電話75‐2032

●日時　平成２２年１２月２３日（木）　１４：００～１６：００
●場所　らんちゅう　●電話　７７－２２００
●チケット　1,000円（コーヒー、ケーキ代を含む）（20名様まで）
●締め切り　平成２２年１２月１５日（水）
※チケット購入など詳しくは、「らんちゅう」の浦部さんまでお問い合わ

　せください。

みちくさ晦日市

クリスマスコンサートを開催！　　

　　　ジャストフレンズが出演

11月の「人の動き」は、ありませんでした。

町道を清掃する社協職員

江府町特産物直売所

お正月にかかせない「お餅」「しめ縄」新鮮野菜
盛りだくさん！！

「K．F．W．C」・「らんちゅう」共催

納付期限
　12月分
平成23年1月31日まで
　日本年金機構から送られて
いる納付書を添えて金融機関
でお支払いください。
　なお、口座振替の方は、上記
期限が振替日です。
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おいしいそばを

「いただきまーす！」

おいしいそばを

「いただきまーす！」
　１１月１９日、子供の国保育園年長児が、保護者の
方と一緒に、そば打ちを体験しました。
　食生活改善推進協議会（谷口歌子会長）の会員
のみなさんの手ほどきにより打ちあがったそばは、
早速給食に登場。年長児は保護者の方と一緒に晩
秋の風味に舌鼓をうちました。
　
　

おいしいそばを

「いただきまーす！」




